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 [授業の概要・目的]
博物館における教育活動の基盤となる理論や実践に関する知識と方法を習得し，博物館の教育機能
に関する基礎的能力を養う。

 [到達目標]
博物館における教育活動についての基礎的知識を習得し，学芸員としてそれを博物館での教育活動
に実践的に応用できる能力を養う。

 [授業計画と内容]
第1回　博物館教育論とは何か
第2回　学びの意義
第3回　博物館教育の意義と理念
第4回　コミュニケーションとしての博物館教育
　　　 博物館教育の双方向性、博物館諸機能の教育的意義
第5回　博物館教育の意義
第6回　生涯学習の場としての博物館、人材養成の場としての博物館
　　　 地域における博物館の教育機能、博物館リテラシーの涵養等
第7回　博物館教育の方針と評価
第8回　博物館の利用と学び
第9回　博物館の利用実態と利用者の博物館体験
第10回　博物館における学びの特性
第11回　博物館教育の実際
第12回　博物館教育活動の手法（館内、館外）
第13回　博物館教育活動の企画と実施
第14回　博物館と学校教育（博物館と学習指導要領を含む）
フィードバックの実施方法については講義の中で説明する。

 [履修要件]
学芸員資格の取得を希望する者。

 [成績評価の方法・観点]
平常点および定期試験を比率2:8で採点する。

 [教科書]
未定

博物館教育論(2)へ続く↓↓↓



博物館教育論(2)

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業中に指示する。博物館を自主的に訪れることにより講義の内容をより深く理解することが推奨
される。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


